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南極の鉱物資源問題の討議
吉 田 栄 夫
最近,南 極地域の生物資源や鉱物資源についての論議
が急速に高まり,生物資源に関しては,その保存条約交
渉が最終段階に達し,本年中にも採択会議が開かれ よう
としている.南極にはこのほか水資源,観 光資源などが
あ り,観光資源はすでにかなり利用されていて,若 干の
問題が生じつつある.鉱物資源は,これらに比べてこれ
からの問題であ り,多くの厳 しい条件の下に,果 して開
発が可能かどうかということから検討が加えられなけれ
ばならない.と はいえ,最近のエネルギー事情,極 地に
おける種々の技術的進展などから,可能性が著しく高ま
ってきたことは明らかである.筆者は1962年に南極の地
下資源について,若 干の論評を加えたことがある.いず
れ開発問題が姐上に乗せられることがあると考えたが,
その時間的見通 しは見事に外れ,思 いもかけぬ早さであ
った.
先頃,今 秋ワシントンで開かれる第10回南極条約協議
会議(以 下第10回会議のように記す)の 準備会議が,同
じワシントンの米国務省内で開催 され,そ の際　Ct南極鉱
物資源探査開発に関す る生態学的 ・技術的並びに関連分
野専門家会議"と"南 極鉱物資源問題法的 ・政治的側面
に関する準備会議"が 持たれ.筆 者もこれに参加させて
頂いた,こ の結果は第10回会議に報告され,そ こで検討
されることになる.こ の討議の進展は容易ではないが,
お互に智恵を出し合いながら,僅かずつ前進 しつ つ あ
る.こ こでは,こ れまでに至る鉱物資源問題の検討の流
れを,時 を追って辿 ってみたい.
南極条約協議国の間で,こ の問題が初めて言及された
のは,10年近くも前の,1970年10月に東京で開かれた第
6回会議のときであるという.ここでは,非公式な会合
が持たれ,南極鉱物資源を探査 ・開発するとしたらどん
な問題があるかが話合われたらしい.つ いで1972年10月
のウエ リン トンにおける第7回 会議で公式に討議され,
各国政府への勧告W-6"南 極鉱物資源一鉱物探査の影
響"と して.極地での探査技術の発達と南極地域への関
心の高まりがあ り,協議国は南極の環境保全と資源の賢
明な利用に対する責任があることから,この問題につい
て研究を行い,第8回 会議でさらに討議を重ねることが
決議された.
1975年6月オスローで開かれた第8回 会議では,検討
の結果,第7回 会議の情勢に加えて.環境への悪い影響
が生ずることが心配され,これに対する協議国の特別の
責任が強調されるとともに,技 術が日進月歩であること
から,問題を検討している間,探 査 ・開発を抑制すべき
であるとされた.ま た,鉱物資源が賦存する可能性も見
えて くる一方,環境への影響予測や探査開発可否を判断
する基礎的な科学知識の不足が指摘され,各 国政府に対
して第7回 会議と同じ標題の下に,``1976年にこの問題
を検討する特別準備会議を招集すること,各国は共同研
究を含めて環境に対する影響その他を調査すること,非
政府間学術団体である南極研究 科学 委 員 会(SCAR)
に,環 境への影響のアセスメント,基礎研究のための各
国の地学調査の調整,こ れらのための科学調査計画作成
の検討を依頼すること,第9回 会議でも引き続き検討す
ることを勧告した.
これを受けて,　SCARは　tt南極資源一鉱物探査の影
響"及 び　Ct南極における鉱物の産出と鉱物探査"と い う
協議会議への報告を作成 した.一 方,特別準 備 会 議 は
1976年6月か ら7月にかけて,パ リにおいて2週間に亘
って討議を重ねた.こ こでは,鉱物問題のi)科 学的 ・
生態学的 ・技術的 ・経済的側面と,繭)法 的 ・政治的側
面についてそれぞれワーキンググループが組織され,広
範な問題が取 り扱われたのである.
第1の グループは,　SCARからの報告などを材料にし
ながら,地質学的知識,環 境保全と油汚染,海 域の探査
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技術,環 境破壊の可能性のある活動などを議論し,再び
SCARに,既存の知識に基づいて,よ り詳細な環境アセ
スメン トを行 うことを要請するとともに,第9回 会議に
際して,こ うした問題にっいての専門家会議を開くよう
に提案 した,
第2グ ループの法的 ・政治的側面の検討では,多 くの
争点があり,い くつかの問題点で対立が浮彫 りにされる
こととなった.こ とに,将来起るべき鉱物探査 ・開発に
そなえて,そ の体制 ・規制などについての取 り決め(レ
ジーム)を 早くつ くるべきであるとする国々と,レジー
ムの検討は時期尚早であり,鉱物資源の探査 ・開発が行
えるか否かまず検討をすべきで,その間かなり長期に亘
って探査開発を禁止すべきであるとする国々の間の論争
が激しかったようである,当然,領 土権主張国(ク レイ
マント)と領土権非主張国(ノ ンクレイマント)の間で
の,領 土権と探査開発をめ ぐる考え方の違いが,大 きな
争点の一つであるが,ク レイマント,ノンクレイマン ト
のそれぞれの間にも,種 々の点で相違があった.こ のグ
ループの報告書には,こ れをまとめる苦渋が滲み出てい
るようである.槻 制は必要とどの国も考え る けれ ど
も,そ の目的を達する方法について見解を異にする"と
か"率 直な見解の交換"な どと言及されて い る.し か
し,こ こで,パ リ4原則とよばれ,後 の検討で指針とさ
れる事項が合意される.これは,(1)南極鉱物資源問題で
の,協 議国の活動的かつ責任ある役割,② 南極条約体制
の維持,(3)南極環境と生態系の保全.(4)人類全体の利益
を侵害しないこと,からなっている.そ してまた,レ ジ
ームを検討する場合の論点一レジーム適用の範囲,環境
保全を保証できる措置など一を,7項 目にまとめた.
このパリ会議に応 じて,　SCARはその秋の総会で/t.1?C門
家グループをつ くり,環境の予備的なアセスメントに取
りかかった.こ れは 【く南極鉱物資源環境アセス メ ン ト
(その頭文字をとリェァムレァーEAMREA-)・レポ_
トとして翌年8月 完成し,第9回 会議に報告された.ま
た,第9回 会議での専門家会議は,こ れまでの環境 ・技
術等に関する議論を整理し,議論の枠組を準備して,環
境に対する影響を中心に議論を重ねることとなった,
第9回 会議の"鉱 物資源探査 ・開発に関する専門家会
議"は,こ のような路線に基づいて,1)南極のような厳
しい環境で,探 査 ・開発を行 う場合,現 段階でどのよう
な技術的可能性があるか.2)それらは環境にどんなイン
パク トを与えるか.3)環境破壊を防止しあるいは修復す
る手段はどうか,4)適切な探査 ・開発や環境保全の予備
的なガイドラインのサンプルなど広範な課題について議
論した.勿論,現 在の知識は不足していて,不 充分な検
討しかできない点も多い.こ の中で探査 ・開発の時間的
見通しについて,5年 以内に起るとは誰も考えないが,
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10年以内とい う見通しを持つ人は若干お り,25～30年で
は大多数の人が起 り得るだろうと議論された.こ うした
時間的見通 しを示すことについては,反 対もあった.
一方,法的 ・政治的側面では,同 時に行われた海洋生
物資源についてのホットな議論と交錯しながら話合いが
進められた.実質的な問題はパリ会議ほどまでに行かな
かったといえる.結 局,第8回 会議勧告で示された原則
やパ リ4原則の確認とともに,レ ジームの検討を進め,
その間は探査 ・開発を抑制すること,専門家会議で検討
不足のところを議論するための専門家会議,法 的 ・政治
的側面検討会議の招集などを内容とする勧告K-1が 決
議された.初めに述べたワシン トンでの先頃の2つ の会
議は,こ の勧告に基づくものである.
ワシントン会議では,探 査 ・開発の可否の決定,適 切
な環境保全の開発などのための科学調査計画樹立へ向け
ての枠組,レ ジーム検討にどんな問題があるか等々が議
論された,
こうして,鉱 物資源傑査 ・開発問題検討は同じ課題を
め くつ,行 きつ戻 りつしながら次第にらせん状に進んで
行 く.急速に変化しっつあるエネルギー事情 等 を背 景
に,もはやレジーム検討を時期尚早とする声はない.私
達の南極観測はあ くまで基礎科学 としての研究を第一 目
的 として行われるべきであろ う,しかし,勧告W-6に
あるように 電`環境保全と資源の賢明な利川"に 責任をも
つべき協議国の一員 として,か かる観点からの科学観測
に対 しても大きな配慮をしなければならないし,その必
要性は益々増大して行 くのである.
(筆者:国 立極地研究所 教授)
南極観測隊便 り
一策20次越冬隊の近況一
南極の6月 は太陽の外らない暗夜である.今年は晴天
が続 き,月平均気温は例年より2～3度 低めで,冷 え込
みも厳 しかった,こ の時期は屋外での作業を極.力少な く
し,屋内作業中心の観測体制 となる.観測部門の隊員は
夏から秋にかけて屋外で収集した資料の解析整理に余念
がない.こ の時期に最も多忙を極めるのが極光担当の隊
員で,目視,カ メラ,電波により夜を徹してオーロラを
追いつづけている.6月 初旬強いブリザードによリオー
ロラ電波観測のテレメーターアンテナが破損し辛苦の末
修復した,第20次隊が新たに搬入した通信の制御ltの据
付が完了した,こ れは通信担当隊員の省力化 と設備充実
を計るもので,無 事工事を完了した担当隊員の表情は明
るい.ブ リザー ドで外出禁止令の出されることも度々あ
る中で,作 業棟では内陸行動に欠かすことのできない雪
上車,檎 の点検整備が連日続けられている.内陸旅行に
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一第21次南極地域観測隊決まる一
今 秋,11」S21[1出発す る第21次 南 極 地域 観 測i二知3名
(越冬1;家33名.la1;蒙10名)v/)うち,[娃:こシこ辻三L『〔L・る「;家
長,副 隊 長(兼 越 冬 隊 長)を 除 く41名(越 冬隊32名 ・夏
1隊9名)が6」 ↓221.llこ開催 さ才した南 極地 域 観}則統 合推 進
オく剖譜窓会..でりと定.i司 日J「芒]乏き才した.
第21次隊 は,第20次 隊 に 引 き続 き,地 学 ・気 水圏 に 亜
点 を 置 い た 観 測 を 実 施す るが,特 に,昭 和 基 地 を 中 心
とす る地 域 の 池 殿}11111造の総 「†解 析 や,極 城 気 水 圏 観 測
(POLEX-South)を実 施す る.
また,我 が 「司か ら マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地(ソ 連)1こ派
遣 す る 交換 科学:者と して 、'[i研究 所 超[1」∫1.ゴ.斜勿理学:研究 部
門 佐藤 夏雄 助 鴉㌻ミ,ノ ル ウT.一か ら11本隊 に.蓼川1する 交
換 科学 者 とし て ノ ル ウ ェー極 地 研 究 所 大 川jl秀研 究}1が
決定,発 表 さ れ た,
な 才ゴ,今 ∫ド度 南 極 マ クマ ー ド ・.ナウ ン ド地 域 派」壼.者と
して,当 研究 所 地 学 研究 部;門神 沼 克 伊助 教授,同 ㍗ 氷学
研 究 部 門 四1己文 彦 助 手,大 阪 市 立 大学 理学!:a;嗣1勝助 手
が8NL)4[1の1をζ極 地 域 観 測 統 合 推 進 本 部 連 絡 会 に お い て
決 定 され た.
第21次 南 極 地 域 観 測 隊 員 名 簿
o越
部
気
冬 隊
「IEI　　 氏 名
象 ㍗L野 丈夫
〃.阪 本 享淡
〃1松 原 廣1].]
目11不[154年7月31[|iJtイF.
生 年 月 日(年 令)所
「l!{和118.8.26(35).三く(象U:観{則∫訂;
〃24.4.2(30) .〃
.〃22 .8.10(31)〃
属
一3・
(運輸 技 官)ミ
備 考
(〃)第16次 越 冬
(〃)
極 地 研 ニ ュ ー ス32
気 象 松原 和正 昭 和26.7.21(28)気象庁観測部(運 輸 技官)
電 離 層 野崎 憲朗 〃24.8.10(29)電波研究所電波部(郵 政 技官)
地 球 物 理 渋谷 和雄 〃23.5.12(31) 国立極地研究所研究系(文 部 教官)
皆 空 系 田中 信也 〃29.10.25(24)電気通信大学電気通信学部(〃)
〃 勝田 豊 〃31.9.18(22)国立極地研究所研究系(文 部 技官)
気 水 圏 小林 俊一 〃13.4.13(41) 北海道大学低温科学研究所(文 部 教官) 第14次越冬
〃 石川 信敬 〃20.8.10(33) 〃(〃)
〃 大畑 哲夫 〃24,9.27(29)国立極地研究所事業部(文 部 技官)(名古屋大学大学院理学研究科)
地 学 系 伊神 揮 〃22.5.10(32)名古屋大学理学部(文 部 教官) 第20次夏
〃 伊藤 潔 〃20.1.22(34) 京都大学理学部(〃) 第14次越冬
マ ク マ ー ド
〃 白石 和行 〃23.9.28(30)国立極地研究所研究系(〃) 地域派遣
S53,10～
〃
環境科学系
(生 物)
片岡 信一
内藤 靖彦
〃19,1.11(35)
〃16.2.5(38)
国立極地研究所事業部(文 部 技官)
(日本油脂㈱岬 工場)
国立極地研究所研究系(文 部 教官)
S54.1
〃
(医 学) 高木 知敬
〃24.4.3(30)釧路労災病院外科
機 械 多賀　jE昭 〃15.3.1(39) 国立極地研究所事業部(文 部 技 官)(㈱日立製作所大みか工場)
第8次越冬
第12次越冬
〃 駒形清一郎 〃2L3.27(33)
〃(〃)
(㈱大原鉄工所製造部門)
〃 大野 好美 〃23.8.7(30)
〃(〃)
(いすず自動車㈱開発本部)
〃 山口 雅彦 〃21.8.13(33)工業技術院電子技術総合研究所大阪支所(通産 技官)
ll 山田 清一 〃19,1.12(35) 国立極地研究所事業部(文 部 技官)(㈱小松製作所粟津工場)
通 信 長谷川 弘 〃22.2.24(32)
〃(〃)
(日本寛々公社銚子無線電報局)
〃 佐藤 克三 〃29.5.4(25)
〃(〃)
(日本寛々公社蔵前統制無線中継所)
〃 門馬 勝彦 〃19.9.4(34) 海上保安庁警備救難部(海 上保安官)
調 理 五味 貞介 〃14.2.25(40)鷺鶴 鷹 鰭 響,D(文 部技官)第13次越冬
〃 中村 喜昭 〃31.12.4(22)
〃(〃)
(㈱東条会館調理部)
医 療 小川 郁男 〃22.5.15(32) 国立埼玉病院耳鼻咽喉科(厚 生 技 官)
航 空 矢代 哲男 〃23.8.6(30) 国立極地研究所事業部(文 部技 官)(東邦航空㈱運航部)
〃 水嶋 敏明 〃22,4.22(32)(日本フライングサービス㈱運航部)
〃 大森 抱義 〃21.1.18(33)国立極地研究所事業部(文 部 技 官)(日本フライングサービス㈱整備部)
設 営 一 般 加藤 隆一 〃23.12.16(30)秋田大学鉱山学部(〃)
O夏 隊
海 洋物 理 松本 邦雄 昭 和17.12,3(36)海上保安庁水路部(海 上保安官)
海 洋化 学 峯 正之 〃27,1.8(27) 〃(〃)
海洋 生物 谷村 篤 〃26.3.4(28) 国立極地研究所研究系(文 部 教官)
測 地 宮崎 清博 〃25.3.1(29)国土地理院関東地方測量部(建 設技 官)
地 学 系 浅見 正雄 〃20,3.21(34)岡山大学教養部(文 部 教官)
〃 長谷川幹雄 〃2蔓.2.11(28)国立極地研究所事業部(文 部 技 官)(日本電気㈱電波応用事業部)
環境科学系 高橋 永治 〃4.12.16(49)神戸大学理学部(文 部 教 官) 第10次夏
設 営 一 般 宮原 正信 〃26.9.3(27)東京工業大学施設部(文 部 技 官)
〃 佐野 雅史 〃16.5.17(38) 国立極地研究所事業部(〃) 第10次夏第13吹越冬
一
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一第21次観測隊員の夏期訓練一
策21次南極地域観測隊員の夏期総合訓練は,木 崎隊長
以下43名全員が参加し7月3日 から7月7日 まで文部省
菅平高原体育研究場で行われた.
この総合訓練は,チ ームワークづ くりを主な目的とし
て例年隊員が出そろうこの時期に行われるもので,各 隊
員は講義,消 火器取 り扱い訓練.ラ ッシング訓練,体 技
のほか,夜 のミーティング等盛 りだくさんの課題に真剣
に取 り組んでいた.
幸い天候にも恵まれ,十 分の成果を上げ全 日程を消化
した.
第21次観測隊は,例 年になくこの時期に全隊員が決定
し,11月21日の出港をめざして力強い第1歩 を踏み出し
た.
..・...・..・一 、"..・..・ ・.一'.ド ・..・..・～ 、 ・㌔ ド ・..'`"…'・ ・'°・・、 、 ボ ゜・°、 ・`、'曽 ゜・°'°°
職 員 異 動
6月16日 山岸久雄:文 部教官助手(資 料系 ・データ解
析資料部門)
昭48・3京 都大学工学部電気工学科卒業
51・3同 大学大学院工学研究科電気工学
第二専攻修士課程修了
54・6同 博士課程退学(単 位修得)
8月1日 渡辺研太郎:文 部教官助手(研 究系 ・生理生
態学研究部門)
昭52・3東 京大学農学部水産学料率業
54・3同 大学大学院農学系研究科水産学
専門課程修士課程修了
54・7同 博士課程退学
7月31日 岩渕美代子:退職(デ ータ解析資料部門 ・助
手)
一..・..・・..・一 ～ ㌦ ・・..・㌦A'.・'・.・,・'LI～'・.・'・・'㌔A'h°'・幽・・'b、'、 、"…
レ来 訪 著く
6月4日 　 Mr.　Sulzberger,　P・(スル ツベル ガ ー ・オ ー
ス トラ リア科 学 環 境 省南 極 局 次長)
Mr.　Lightfoot.　R.　(ライ トフ ッ ト ・同技 官)
Dr.　Grace,　T,(グ レー ス ・オ ー ス トラ リア
大 使 館 参 事 官)
6月14日　 Miss　Ahlntis,　K・　(ク リス テ ィ ーナ ・ア ール
ナ ス ・ア ラ ス カ大 学 海 洋 科 学 研 究 所 助 手)
7月5日 ～7月28日　 Mr・　Dunn,　R・(ロバ ー ト・ダ ン ・カ
ル フ ォル ニ ア大 学 サ ン タバ ー バ ラ分 校 技 官)
7月8日 ～8月16日　 Dr・　Aviva　Brecher(ブレ シ ャー
・ウ ェル ズ レー大 学 物 理学 科 助 教授)
第20次隊 月例報告
〈54年5月 ・6月〉
5月上旬から中旬初めにかけてめずらしく快晴の日が
続いたが.月 半ばはブリザードが吹き荒れた.しかし5
月を通 じてみると寒さも平年並みで,風 がやや強かった
以外は平穏に経過した,6月 はSl乞ばを中心に晴天が続い
て冷えこみ,昭 和基地の月平均気温も平年 より2.6℃低
かった.7日 のブリザードにより1部観測機器が破損し
た.
5月3日にみずほ秋旅行隊全員が無事帰着し,5月下
旬からは冬明け旅行の準備に入った.6月 になって待望
の新通信制御卓が完成し,1日 にはソフトボール大会,
4日南極大学開校,9日 誕生会,18日から23日までは ミ
ッドウィンタ一際と各種の行事が行われた.
観測報告
5月無人観測点M2(As)用風力発電機の組立を 開 始
し,6月 にはほぼ終了.5月1日 から3日 までラングホ
ブデ,12日から18日までスカーレン,ス カルブスネスに
おいて沿岸調査が実施され,地磁気観測 と湖沼水サンプ
リングを,ぬ るめ池(ラ ングホブデ),スカーレン大 池
(スカーレン),すりばち池,舟 底池(スカルブスネス)
で行った.測 地部門ではプロトン磁力計により昭和基地
スカーレン間ルート上の全磁力29点を測定した.
6月7日のブリザードによリラングボブデ向けオーロ
ラヒス観測用UHF受 信アンテナが破損し.オ ーロラヒ
ス観測は中断された.ア ンテナを修理中である.
設営報告
燃料消費内訳 単位:旦
区 分
5月 6 月
礫 量1残 量1 消費量 残 量
普通軽油
11
10,409|522・22010,131
「
512・0891
灯 油1
　　　　II
6β7067・126i 7,337,,5・ ・8gl
6月10日通信制御卓を新設備に切 り換え,室 内の配置
変えも終了.内 陸旅行用雪上車の整備を行っている.
.閃・■㌔ 層ハ.A'.■.■ 「■....∨ 、.層 ■■..,..■"
レ見 学 老く
'、 、 ■.、・".■.`"....■ ■
7月4日 出版 コ ン ビ=一 タ 研究 会(4e名)
.、A.・ ・.r、.・・,一 ・..・・.・㍉,、A."..・ ・..・」 一 名..・・..'..A',・'・..° ・.'一 、..・ ・'.・..・A「 ・・'、・°㌔ ・.∨ ヤ
☆ ☆ ☆
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarct;c　Stations」
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(。C)
最低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
昭和基地(Syowa:89532)
5月(May)
一13
,8
一3 .1
一30 .3
鞠 気 圧'輌(Mean　 pressure,　　
sea　Ievel)　(mb)981・ ・
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)
(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative
　　 　 　　 　　 　　 　　humidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind
　 　 　 speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nurnber　of　clear　days)
1.6
8.9
6月(Jun.)
-18.5
29.8(15,ENE)
37.3(14,E)
5.7
9
一5 .5
一32 .2
985.9
1.1
67
6.4
み ず ほ 基地(Mizuhe:89544)
5月(May)
-39.3
一24 .2
一49 .4
726.9
12.0
6月(Jun.)
-42.5
一25 .7
一57 .7
725.9
11,4
34.、(、,,NE)18.5(、,ESE,・ ・.・(・3,・NE)●
17E)
42.2(7,ENE)
6.0
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【極地豆事典1
南極における地震学
地球内の実体波の伝搬(実 線はP波,破 線はS波)
昭 和 基 地 は 世界 の,特 に,観 測 点 の 少 な い 南 半球 の定
常 地 震 観 測 点 と してM(マ グ ニチ ュー ド)=5～8ク ラ
ス の 比 較 的 大 きな地 震 活 動 の モ ニ ター に 重 要 な 役割 を 果
して い る.し か し,吏 に も う少 し研 究的 な 側面 か ら そ の
役 害liを見 直 して み る と,昭 和基 地 は 次 の よ うな お もし ろ
い 位 置 に あ る こ とが わ か る,
〔i)日本 列 島 と同 じ よ うに　subduction　ze e　(プレ_ト が
も くつ 込む 地 域)の1っ で あ るTonga,　KeTrnadec諸島
域 の深 発 地 震 に対 し,日 本 国内 の 松 代 観 測 点 と ほぼ 等 し
い震央距離にあり,波はPKP直 前のvン トル深部をと
おるPで 来る.(波の経路は図参照)し か も方 位 差 は
130°～180°である.　〔li)Alaska,　Aleutian海域の深発地震
によって発生する地震波はPKP,　PKIKPの顕著な相を
もたらす可能性がある.㈹South　Sandwich,　Macquarie
諸島付近に発生する地震に対 し核で反射するPcP,　ScS
の顕著な相を受信しやすい.以.Lのような地理的利点を
いかし,今回行 う地震観測の自動化により収 録 され る
dynamic　rangeの広い地震波形の解析が可能になれば.
特に,核 にっいての詳しい性質が明らかにできると期待
される.
しかし以上の利点は言わば"待 ち"の地震学としての
利点であり今後"攻 め"の 地震学の利点をいかすために
は,爆 破 と同様木皮観測が大きな意味を持ってくると思
われる.現在比較的大きなM≧5ク ラスの地震に対して
は地震断層の長さ,巾,割 れ 目の伝播速度,最 終的なく
いちがい量,応 力降下等の見積 りは比較的1E確に行われ
るようになってきたが,地 震の規模が小 さくなるに従い
上記のパラメーターがいかなる関係で変化して行くか,
にっいてはもとより.破壊のメカニズム自体についても
不明な点が多い.氷 震はM=-2～0ク ラスの微小地震
(断層の長さ10～100mと言われる)とanalogousには
論じられない点もあろうが,地殻に比べ単純な媒質中に
比較的頻繁に生じる自然の破壊現象であ り,発生場所も
予知しやすいと言う利点がある.このように南極を天然
に存在する巨大な歪場 と破壊現象の実験場 として,こ こ
5～6年の展望を見る時,氷震の精密観測は地震予知に
対 しても一定の貴重な情報を与える可能性がある,
6
